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『摂大乗論』第vn章「増上心品」

註釈文献の翻訳研究(1)

嶋本弘徳

1. はじめに

無著 ( Asa吻) が著 し た 『摂大乗論� (* Mahãyãnasaf!1gra，加: MS) は党本こ そ失われてし 、るが

イ ン ド稔的日行 派に属する論書であ り 、 その名 の示す通 り 「大乗を摂する論J である。 論の体裁上

は冒頭で附毘達磨大乗経� (*Abhidi財閥ma，崎励訓仰: AMS) の十種の殊勝語が示さ れ、 それ

ら の殊勝語 に基づき 、 序章を併せて 全11 章で構成されている。 実際 にMS は形劫切こは AMS の

殊勝語 に基づき論が展開されていく が、 論中に AMS 以外に、『解深密経� (Saf!1dhinirmocanaasü仰:

SNS) や 『十地経』ω'o.5ab師'mika) 、 『議伽師地 論� ( Yogãcãrabhiimi: YBh) 、 『大乗荘厳経論』

(Mah制服sütrãlaf!1kiira : MSA) 、 『中辺分別論� (M仰向ノ伽tav，めhãga : MAV) が引用 さ れてし 、 る。

つま り 、 MS は単純 に AMS を俄釈 したのではな く 、 MS 以前の職IhD1T 派の儲命 の思晴、 に原鮒ム

教以来の思想、やア ビダルマ的な教理 を も総合統一 し 組織化 し よ う と創意工夫 を凝ら した無著自

身の哲学 論書である。 ま た 、 論全体の構成 と して 索。日行派の 中核 を担 う 阿頼耶誠命 ( 1 I所知依

品 J ) 、三恒見 ( ll I所知相品J ) 、菩蕗萱 論 ( 皿 「入所知相 品 J �X I果智品 J ) の三 者に基づき唯

識説 を体系付けた論書と して価値 が高い。 さ ら に 、 MS は境 ・ 行 ・ 果の考えに 即 して高四義化 がな

さ れているl。

MS の註釈 書 と して世親釈『摂大乗論釈� (*肋崎ノd胤SOf!1gra加bhã抑:MSBh) と 無性 凶svabhãva)

釈 『摂大乗論釈� (*Mヨ崎ルwsaf!1grahopanibandhana : MSU) がそれぞれ伝わる。 ま た、 蔵訳本 に

は著者 ・ 訳者不詳でなおかつ序章 と 第 l 章の約 4 分の 3 程度 しカ唄存 しなし 、 『秘義分男l隈疏』

(*VìνrtaguhyãnhapilJÇiavyãkhyã : VGPV) がある。 本書命及び釈 論は党本こ そ失われているが、 蔵訳

本と漢訳本 を 併せて 11 のテキスト が現存 している2。 また、 蔵訳のMSBh ， MSU に関する先行研

究 と して、 これま でに土ミ表されている主要な 校訂テキス卜と翻訳研究は以下の通 り である30

1 MS の構成に関して同也稿ロ020J pp.l4か1 44(1 9-23)註1 �7を参照されたしL
， MS及ひそ の註釈 のテキスト情報と先行奇院史にっし吋は、拙稿[2020J p.1 4O(23)註8を参照された い。
3括弧内には節番号を示してあり、全節に亘って研究されて いるも のにはr(自Jを、 未砂院 のも のに関して
は、 「なしJ或 いは節番号と共に 「未」 と表示しむVGPV の校訂テキスト及ひ瀬駅砂院に関しては、千紫
ロ∞IJロ∞2aJ ロ∞2bJ ロω4aJ ロ∞4bJ ロ∞5J 巳揃]ロ∞7J [2∞8J 国ゆJ [201 0J 白01 2J に詳し

く、 冒頭から12 の途中[D:296bト3ゆa5， P:356b7・371 bl]までが連載されて いる。
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『摂大乗論』第VII章「増上心品」の註釈文献の翻訳研究(1) (嶋本)

MSBh 校訂テキスト 翻訳研究

序 (1 -5) 岩田 [1992J (全) なし

岩田 [1992J ( 1 - 10) 

岩田 [2側J (llA・16)

I (1-62) 岩田 [2∞1 J ( 1 7-2 1 )  なし

岩田 [2∞3J (22・25)

包6-62 : 未)

n (ト34B) 岩田 [198 1 J (全) なし

皿 (1 - 1 8) 下川遅日卯2J (全) 下川温 [1994J (全)

rv ( 1 - 1 3 )  な し なし

V (IA-6) な し なし

V1 ( 1 -6) 嶋 本 [2但oJ (全) 嶋本 ロ020J (封

vn (ト1 2) な し なし

vlll (1・2 1 [22-23 : 欠落J ) な し なし

医 (一 〔ト3 : 欠落J)

X ( ( 1 -27 : 欠落J 28-39B) 仇 [1 989J (台 臼 [1989J 英訳 (封

MSU 校訂テキスト 翻訳研究

序 (1 -5)
Hakamaya [ 1973J [ 1974J (到

片野 口978J (全) 註のみ
片野 [1978J (到

1 ( 1 -62) 
H法制aya [ 1975J ( 1 - 1 3C) 

( 14-62 : 未)
なし

日 (1-34B) 片野 [1975J (全) 註のみ 片野 [1975J (自

合田 [1993J ( 1 -5B) 
( 1 -7 : 未)

合田 [2附J (6-7) 
[J] ( 1 ・ 1 8) 原田 [1997J (8-9) 

原田臼997J (8・9)
( 10- 1 8  : 未)

( 10・ 1 8 : 未)

rv ( 1 - 1 3) な し なし

V (IA-6) な し な し

vl (1-6) 嶋本 [2020J (到 嶋本 ロ020J (全)

vn ( 1 - 12) な し な し
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V田 (1 -23) な し な し

民 (ト3) 片野 [1 976J (封 註のみ 片野 [1 976J (全)

ox [1989J (到 臼 [1989J英訳 (全)
x (1-39B) 

上野 [201 5J (9・27) 上野 口01 5J (9・27)

以上の よ う に、 MS は初期の体系化 さ れた噛哉思唱、を知る 重要なテキス ト であるが、 註釈文献

の翻訳に関 してはあま り 進展がない。 特に、 稔幼m'T派の修行道の う ち、 原始仏教以来の思担、やア

ビダルマ的な教理 を取 り 込んでいる第 IV�VIll章の註釈文献の研究はほ と んど進んでいないの

が現状である。

その う ち、 第 VI�VII1章は戒 ・ 定 ・ 慧の三学の思想、 に基づいて章立て さ れている。 ま た、 第 W

章 「彼 入因果品J で咋信酸性 への悟入の因で も あ り 果で も あ る と して説かれた六波羅蜜の う ち持戒、

禅定、 智慧を再説する形で構成 される。 その背景 と して 「戒が因 と なって、 果 と して定を生 じ、

定が因 と なって、 果 と して慧を生じる 七 」 と いっ た伝統的な三学の解釈がある。 つま り 、 声聞 と

共通で、あ る 三学を立てつつ も 、 根底には六波羅蜜が意識 さ れてお り 、 声聞の三学よ り も菩薩の三

学が勝れてい る こ と を示 している。 そのため、 それぞれの章題には 「高度のJ (*adhi-， lhag凹\ 増

上) と し づ 語が冠されている50

本稿は、 拙稿 [2020J に続 き 、 MS.VIIf 増上心品」 の第1�8 節 と その註釈 MSBh.VII及び MSU.VII

のテキス卜及ひ言撤の提示 と 、 拙稿 ロoヨOJ への訂正案の提示を 目 的と する。

4 MSBb.VL3 (六波羅蜜と三学 の関僻 [0: 1 72a5-6， P : 208体2蜘1] CL嶋本[2020J p.129(34) 
lhagpa'i凶1叫陥rims kyi bslab pa la 時s pa gsum ni pha rolωphyin pa'i ngo bo nyid yin na /α'i phyirde凶arol削
phyin pa las tha制durnampar割Jag阿bya批na /伊略gi phyir tha dad du rnam阿国Jagparbya凶de bs四
阿byas低/'di 1凶rbs凶pamams凶m凶m町u'ingo bo')rnam阿匝Ja gparbyas低/tshul陥rims la brten nas ni 
/bsam gtan bskyed阿byaba yin問/ /bsam伊nla b配nnasm品es rab bskyed par bya ba yin no / / 

司bo : P.， N. bor 
高度 の戒学な ど三〔学〕は波羅蜜を 自性とするならば、 どのようにそれが波羅蜜との違いを立てる

(*vyavastl削) のかと言う場合、 違いを立てるそ のことを教示して、こ のように諸科目互 の因 の諸 自
性を立てる のであり、戒に依拠することが静慮を生 じさ せる のであり、静慮に依拠することが答慧を
生 じさ せる のである。

玄奨訳 『掻大乗論稼J C世親〕打':313仙I�ト21]
稼日。 此中問答、芳情菩薩所撃戸拡於撃開等有大差別故、 名殊機。又止り肴上戒等三ゑ蜘栢融波
羅蜜多 自性新据え何故別主於先形市披羅蜜多、 別義建立、今笛額方、矯顛展開咽性故、別立三
ゑ 謂 牧戸鮪童生静慮、復依静願受封交若。

5必hiには 「上にJや 「超えて」と いった高次て、あることを意味する一方で、 「に ついて」や 「に関して」 の
意味もあり、 MSU汎lでは 「戒に つして学ぶことが、高度 の戒 の学であり」と註釈されてしもほか、罵続R
では三学すべてに 「依」を冠して いる。 また、附河合倒やWlI可毘道鶴異門足利でも三学は増上戒学・
増上意(心)学・増上管学であるとして、既に増上が冠されて いる。 こ のような問題があるが、本稿では玄
掲Rおよひ濃尾[1982J [1987J に船\ *adhi-， lh宅pa'iを 「高度 のJとして榊ける。 若原先生記事
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『摂大乗論』第VII章「増上心品」の註釈文献の翻訳研究(1) (嶋本)

2. W摂大乗論』第四章「増上心品j

2.1梗概とシノプシス

MS.VIIは全 12 節 と MS の中でも 短い章であ る が 、 菩薩の戒学の殊勝を説く 前章に続いて、 菩

薩の定学が声聞の も の よ り 勝れてい る こ と を示する。 冒頭では、 菩薩の禅定の殊楊を所縁翻リ、 種

種差別、 対治差別、 堪 能郡リ、 引発差別、 作業差別の六者に よ っ て概説 している。 第l の所縁差

別では、 菩薩の禅定はブ操の法を所縁 と する こ と が挙げ られる。 第 2 の種種差別では、 菩薩のみ

に あ る 首暢厳三昧な どの禅定が種々 である こ と を説く 。 第 3 の対治差別では、 萄蓬は禅定で一切

法総相縁智に よ り アーラヤ識中のあ ら ゆる 障が対治 される こ と を示す。 第 4 の堪 能差別では、 菩

薩は禅定の 最中で、あっ て も衆生利益のために下生する と し づ 堪 能 さ が説かれる。 第 5 の号暁翻IJ

では、 菩薩は禅定に よ り 六神通を引発する こ と が示 さ れ、 第 6 の作業差別では、 1 9 種の跡中力

の作用が挙げ られる。 さ ら に六種差別に続いて菩薩の禅定はあ ら ゆる賄子を包摂する十種賄子を

達成する こ と カ説かれ、 十種賄子が)1慎に示 される。 跡 、て、 十種緒子の う ち第 8 の随覚鰭干につ

いて仏の密意趣への瑚平の補足説明が 3 つな さ れる。 第lは、 仏の密書趣への瑚平 と して布百行

を例に 1 0 の問答が示 さ れ、 持戒以下の六波羅蜜に も 同様に適用 される と 説かれる70 第 2 は、 菩

薩が十悪をなす と し 、 う 密意趣への解釈であ り 、 一 ーに示 されるが、 こ れ らは語源尉角鰍 と なっ て

い る 九 第 3 は、 仏が備え る 1 0 種の甚深な る徳 目 への瑚平であ り 、 それら の密意趣を明かそ う と

する九最後の総括 と して、 菩薩の禅定の勝れた作用 を六波羅蜜の修習、 衆生の成熟、 仏国土の清

浄、 イム徳の完成10の 4 種に よ っ て示 している。

VII.l 菩薩の心今全の六種差別 :

①所縁翻IJ、 笹澗垂翻IJ、 ③矧台差別、 笹湛能差別、 ⑤引発差別、 ⑥作業差別

VII.2 ①所縁劃リ(*剖ambana-p曲heda，伽gs凶曲凶dbye凶) : 

大乗法を 所縁と なす

Vll.3(2:種種差努リ(*叫va-pra凶eda，sna凶ogsnyid恥曲帥'ye ba) : 

大乗光明、 集福、 定王賢守、 樹子な ど種々 の禅定

VII.4 (â測す台差別(*p凶凶伊予油凶え伊yen阿曲ωdbye凶) : 

6 MSでは.[;学とな ってしもがMSU.vn.1にて 「心!の詔立、ここではIL'新(*偽1旬sika)である三味
(*泊m副首)として説くのであり」と示されるように三駒コ第二定学を指す。ま た、諸三蔵において、 定学

は心学ぞ意学としても記されて いる。
7 cf.長尾口987J pp.221 -227. 
8 cf.長尾[1987J pp.228-233. 
9 cf.長尾[1 987J pp.233-238. 
10漢訳では 「仏法Jとな って いるが密意趣八の第3の 理解と 同 じく、仏の十八不封去の法など仏の備える特
質や徳目として理解する。 d長尾[1987J ppおら237.
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一 切法総、相縁智に よ る 二障の対治

Vll.5笹湛能郵IJ (*kanmU:lY向油h叫lassurung凶nyidゆ曲帥'yeba)

堪能なる禅定

Vll.6 ⑤引発競iJ (*ab岡山勘p曲herla，mng'∞阿S酔b凶曲加dbye ba) : 

神通力の現成

VII.7 ⑥作業翻IJ (*kanna-prab刷a，1ぉゆ曲加dbye凶) : 

十九種の辰獄中力

1 )振動(本凶n同時;-yo凶rbyedpa)

3)遍満(キspharnJ:ta，kl】yab阿byedpa)

2)織然(*j叫叫'bar加byedpa) 

4)顕示(町抑制蜘pa)

5)転変(*any抽lib同時畑町a，gz加1即出gos por bsgyur ba) 

6，7)往・来(ゆm加え'groba ，*相mana， 'ong凶)

8，9)巻・告予(*湖出湖沼，sdud pa ， *p油国民tgyas阿byedpa)

10)一切色像皆入身中(*沼va-rüpa品ya-prav出na，伊JgS kyi 1凶伽m叫Jog pa)

11)所往同類。地回伊忌明期尚古nti ，skaI ba mnyam凶'groba)

12)顕(キ ãviJbt頑va， snan呂凶rbyed問) 13)隠(吋時七陥va，mi snang bar byed pa) 

14)所作自在(ヰvaSitv長岡羽川畑gnyidωbyedpa) 

15)伏他神通(加吋dby-ab抽havana，gzhan印刷ヤhrul曲加Jogpa)

16，17，18)施弁念楽(*p加b協必na， spobs pa sbyin pa ， *SI11!1i必na，的n pasbyin凶*叫<ha-<lãna，凶ebasbyin

pa) 

19)肘正光明(*耐m-pramo剛l)lI，'od町gtong ba)

Vll.8 村重勝子(池町.db同時国間帆dka'凶spyodpa marn pa bcu )  : 

1)自誓緒子(ネP明!日記u拘舟伺杭陥as blang bar dka'凶spyodpa)

2)不i接陸行(*avyãVJÜÎ-<i吋叩-caryã，mi Id句阿dka' ba叩'yodpa)

3)不背賄T (*叩踊ilmu-kl由hãva-<i時叩a-<:a帆phyirmi phy，噂阿dka' ba spyod pa) 

4)現前賄子(*abhim州-bhãva-<iゆ叩咽yえm駒山phyogs阿伽" ba spyod pa) 

5)不染難行(*nirlepa-<iu;;kara咽帆mi gos阿dka'切明odpa)

6)酬譲住行(*adhimul制時同問帆mos阿dka'凶spyodpa)

7)通達賄子(*p叩vedha-<iu拘舟切羽，rto gs阿dka' ba spyod pa) 

8)随覚難行(*anuprav蜘d吋叩咽yえkhongdu chud阿dka' ba spyod pa) 

9)不離不染賄子(本adhinna-n恥制1kI剖-<iu;;kara-atryえmi 'byed pa kun阻ny'∞mo噌pamed阿dka'凶spyodpa)

10)カ附蛸子(*prayoga-<iu;;回配抑制byor bar dka'切spyodpa)

四9 随覚賭子の密意趣への理角む :
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『摂大乗論』第VII章「橋上心品」の註釈文献の翻訳研究(1) (嶋本)

六波羅蜜につし 、ての密意趣(布脳すへの十問答)

四.10随覚難子の密意趣への聯絡.

菩薩の十悪についての密意趣

V ll.lI 随覚賄Tの密意趣への瑚砲

仏の備えた十種の徳ついての密意趣

V ll.l2 禅定の四種作業:

1 ) 修至惟岸 (*pãrami俗揃v叫pharol加phyin pa岡;ompa) 

2) 成熟有情 (切伽ー問凶ωna， sems叩y∞g;su smin bar bya ba) 

3) 浄仏国土 (*buddha却trn-pa尚odhana，叩，g;町askyiオ1ffigyongssu句阿bya凶)

4) 諸仏法11 (加仙吋即時abhiniI焔ra，蜘g;rgyaskりchos出ams剖旬ulJpa)

以下では、 ボール ドで涼 した MS.V lli 増上心品」 の第 1 �8節 と その註釈 MSBh.V ll及びMSU.V ll

のテキス ト 及ひ下駅を提示する。

凡例

テキスト の作成方針

. MS.V ll.l・8 (D: 32a6-33a3， P: 37b2-38bll、 MSBh Vll.l-8 (D: 1 73a3・174b7， P: 209 凶-2 1 Ial) 、

MSU.V ll.l-8 (D: 263a2-264al， P: 3 1 8b8-320a7 ) において、 o.pの二版を底本 と し、 中華 (中

華大蔵経76) を基に C'Nの異読も 挙げ、 最良と 思われる 読みを採用 した。

・ 対応する 玄焚訳及ひ関連する BBh ， MSA な どのテキス ト について も註に示 し た。

漢訳無性釈の問題について

和訳の方針

・ 上記のチベ ッ ト 訳の校訂テ キス ト を底本 と し た。

・ 訳文は、 可能な限 り 原文に忠実であ る よ う に心がけた。

-読解 し易く するために、 ( ) 内に筆者が補足 した文言を入れて示 した。

・ 同様に、 指示代名詞の内容 や、 チベ ッ ト 訳 と 想定されるサンスクリ ッ ト の原語を示す必要が

あ る場合は、 ( ) 内にそれ ら の語を入れて示 した。

・ 術語 (テクニカ ル ・ タ ーム) に関 しては、 現代語に翻訳する と 、 逆に瑚干 し に く く なる も の

が多いので、 敢えて伝統的な漢訳を踏襲 したケースが多し 、。

11漢訳では 「諸仏法jとな ってしもがVll.llの密意趣への第3の 理解と 同 じく、 仏の判河封l去の法な ど仏
の備える特質(*buddha-<lharma-abhinirhãr百，羽ngs rgyas kyi chos thams cad民grub pa)として 理角苧するo cf.長尾
[1987] pp.23ら237
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2.2 Vll.l菩薩の心学の六種差別

MS.Vll.l [D: 32a6-7， P: 37b2-4) cf. 長尾 [1987J pp.2伐ト207

//bam po b出 pa ste tha ma'o / / 

de l町lhag pa'i tshul khrims 匂i khyadparb血n nas / lhag pa'i sems kyi 陥yad par ji ltar bltal2 zhe na / mdor 

bsdu na rab加dbye ba drug gis blta bar bya ste / dmigs pas rab知 dbye baぬng/ sna tshogs nyid kyおrab ω

dbye ba伽ng/gnyen 伊srab加dbye凶ぬng/lぉ13 釦 rung ba nyid 防israb tu dbye ba必ng/ mngon par 

sgrub pas rab加dbye ba伽ng/lぉ旬以4 rabtu dbye凶ste/

(第四巻終)

以上(前章)で、 高度の戒〔学〕の殊勝を教示したのちに、 高度の心〔学〕の殊勝をどのようにし

て見るべきか。

要略すれば、 六種の翻IJ (*p油h油類別)として見るべきであり、 つまり、⑮庁縁差別と、但耀

種差別と、 ③対冶差別と、笹堪能差別と、 �引発期IJと、⑥作業差別とである150

MSBh.VlI.l 当該箇所なし16

MSU.VlI.l [D: 263a2-3， P: 3 1 8b8-3 1 9al] 

lhag pa'i悶m 防i bslab pa'i db飢g du byas nぉ/mdor bsdu na rab 伽 dbye ba drug � rab佃17 blta bar 

bya steオles bya ba smos 50 / / 

semskyi s伊ni 'dir sems las b戸mg ba'i ting nge 'dzin du bり吋 de/ sems kyis bris ホes bya ba'i sems pa la bya 

ba b油in no/ / 

加19 nge 'd亙n de dmigs pa必ng bcas pa'i ph戸rdr泊gs pa laωgs伊srabωdbye'o// 

高度の心学にっし、て、要略すオUま、六種の劃IJ (*prabheda類別) と して見るべき であ り と言う

のである。

口blJω:P..N.l!a
日 las : P. ， N./l凶
14 /gIis: P. ， Nか
15 玄掲R W橋大謂命本� 11': 31 .1 牝1 1 -1 5]

如是巳説潜上戒残務。増上心燐端、云何可見

略由六種差伊阪敏氏一白所縁差別故、 二由種種差別故、 三由針治差日l撤、 四由堪能差別故、 五由引絞差

月l倣、 六由作業憩IJ払

16玄奨訳 『婿大乗制剥 〔世規J 11': 31 .361 c1 8] 
緯目。属頴増上心号明端、 作此問答。

17 rabtu: om. P.， N. 
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心の言葉は、 こ こ では 心所 (*ωi凶ika) である三味付sam副hi) と 言 う こ と であ り 1 8、 心で 描くと

い う 時の心的な も の (*cintä) について言われる の と 同様である。

その三 昧 回折縁を伴 う ために 所縁な ど、に よ っ て 差別される ので、ある 190

23 VIl2①所縁翻リ

MS.vn.2 [D: 32a7-32b l， P: 37b4] cf. 長尾 口987J pp.207-208 

theg pa chen po'i chos la dmigs pa'i phyir ro / / 

開縁差別と は、 菩薩の三味は〕 大乗の法 (*m揃yãna 品arma) を 所縁 (切ambana) (と する〕

か ら であ る200

MSBh.V且2 [D: 1 73 a3， P: 209b8 -2 10al ] 

Ihag pa'i sem s 1ぉ brtsarn s nas白eg pa chen po'i chωl総出ni gs paオles bya ba ni gang gi phy廿byang chub 

semsφa' mams theg 問 chen 凹'i chos la21 制 gs 防i/ nyan thos mams 凶 ma yin no//

高度の心 〔学〕 について、 大乗の法を所縁〔と する〕 と い う のは、 諸菩薩は 大乗の法を 所縁とす

る が 、 諸声聞は 腕縁と 〕 しなし 、か ら である 20

MSU.VR2 [D: 263 a3， P: 3 1 9a l・2]

出eg pa chen po'i chos Ia也凶gs pa'i phyir ro :zhes bya ba ni nyan thos kyi chos la dmigs pa sel to / / 

〔菩薩の三味は〕 大乗の法(*m油ãy加品舗ma) を所縁 (咽amb:岨a) (とする〕 からである と

い う のは、 声聞の法を 所縁 〔 と する こ と 〕 を 取 り 除くおのである 叱

18勝呂・下J 11漫ロ∞7J p.28 1 ，註6. r心(ci陶)としづ言葉はここでゆ心所をふくむ三味岡rnã:lhi)として

説かれるJ
なお、 三味は、 五位七十五法では心所法のオ寸断去の第十に、 五位百法でゆL、所t去の矧院の第四に、 それぞれ

分類されている。
19 玄扶訳 『掻メ謂繍] [鮒也[T: 3 1 .  427a29ゐ2] 直族対応する証躍ではなしL

蒋目。 如増上戒輿朝最異、 其増上心亦藤有具故矯此民六種差別略答此民主日御l県

加玄嬰訳 『掻対弱緋:� [T: 3 1 . 1 46c15] 
所縁翻l晴、調オ喋7去矯所縁払

21 /a: 0. ， C. las 
n 玄奨訳 『掻大霜命穣] [世親J [T: 3 1 . 361 c2仏21 ]

務目。 謂大乗法�芳調渚、諸菩薩定縁於大乗、非審開怠

包勝呂・判11漫ロ∞7J p.28 1 ，註7. r声聞の教法を所縁とすることをタ験するJ

M 玄奨訳 『掻大剰縦割撫性J [T: 3 1 . 42乃， 3-5] 直接対応する記さではな川

稗日。大乗法者、笥海議中所有甚深庚大教等。建問等定非開緑、是放務端。
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2.4 VD3(g:満種差別

MS.VIl.3 [D: 2bl， P: 3市4-5] cf 長尾 [1987J pp.208-2 10  

出egpa chen po snang凶伽ng/bs吋 n加1S thaIl1Sωd yang似g parbs得s pa伽ng/白19 nge 'dzin gyi rgyal po 

b却19 skyong伽ng/ dpa' bar 'gro凶laωgs pa'i ting nge 'dzin釦a tshogs nyid臼had med pa'i phyir ro / / 

〔種種差別と は、 菩薩は〕 大乗光明 (*mãhãyãna-剖oka) 、 集福 (キ捌va-p明lya-san1U∞aya) 、 定王賢

守 (*鈎m副hÍl買ja-bhadra-pãla三味王賢明、 樹子 (*倫明garna首暢劇 等の三昧が種々 に無量だか

ら である お。

MSBh.VIl.3 [D: 1 73a3-4， P: 2 1 0a l - 2] 

theg pa cben po snang ba dang / bωd naß1S thaß1S cad yang dag par b錨gs pa dang / ting nge 'dzin gyi 

rgyal po オ1es bya ba la / ting nge 'dzin smos凹 ni 'di 1匂 bu'i ting nge 'dzin sna tshogs 1出g加g gi phyir ny加

thos marns la ni gcig 包arn yang med do / / 

ブ喋光明、 集福、 定王と い う こ と について、 三昧 と 言 う のは、 [諸菩薩の〕 こ のよ う な種々 の三

味の う ち、 諸声聞には一つ さ え も無し 、か ら であ る %。

MSU.VIl.3 [D: 263a3-6， P: 3 1 9a2δ] 

sna tsh句s kyis rab佃dbye ba ni曲eg pa cben po snang baオ1岱 bya ba laωgs pa s総/gang la snyoms凹r

オ1Ugs na theg凹chen po'i chos m甘1a'ωg snang ba de theg pa chen po snang ba'i ting nge 'dzin to / / 

gang du bsod naIl1S th卸1Scad yang 必g parb鈎gs te/凶ag gir byas凹rgyぽ pa de ni bs叫naß1S也aß1Sωd

y姐g dag par除ags paオ1es bya'o/ / 

血g nge 'd血gyir官a1 po bzang s匂ong ni /Jig巾n gyi rgyal po b出indu凶g nge '恒n tharns cad 防i bdag

pos舵/gang yod na phyogs bcu maIl1S su da 1匂r b戸mg凶id凶 kyi sangs rgyas bcom 1也n 'das maIl1S mngon 

sum du mthong加r'gyぽro27 / / 

dpa' bar・gro ba ni ting nge 'dzin marns 防i mchog 指/伽ag mi marns kyi nang na伽agφonφa' bo bzhin

du 凶ud 匂�28 tshogs JOnJS par n凶 問'0// 

種種差別と は、 70駒E明 な ど と い う こ と について、 〔三味に〕 入定する と 一 切の大乗法の光明が

お玄奨訳 『掻大乗論本J [f: 31 .1 46c1�ド17]
種霞差男l盾、謂ブ喋光明、 集福、定王賢守、樹博三麿也、程議鞭量払

却玄奨訳 『撮大捕縄n [世親J [f: 3 1 .36 1 c24-26] 
稗日。大和棚、集福、定王等者、耕暗等諸三摩地掘種差別、船喋有、聞現乗等一種亦焦

幻ro:P.， N.pao 
諸島yi:P.，N.紗β
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あ り 、 それが大和t明の三l 昧である叱

そ こ (三 昧) であ ら ゆる福徳を集めて、 自己の も のにする こ と カ準舗 と いわれる のである叱

定王賢守 と は、 世間の王のよ う にあ ら ゆ る 三味の主君であ り 、 〔それが]あ る な ら ば、 十方にお

け る現在世の諸仏世尊が現前に 見 られるのであ る310

樹子 と は、 諸三昧の内で最高の も のであ り 、諸戦士の内で 将軍が勇者である の と 同様で、 魔王の

集団を破壊で きる のであ る 汽33

2.5 Vß.4③矧台郵IJ

MS.Vll.4 [D: 32bl-2， P: 37b5-6] cf 長尾 [1987J pp .2 1C日1 1

chos廿lamsωd 'dres pa la dmigs pa'i ye shes 防is/khye'凶附lye'u3 4 dbyung凶，'i岱hul dukun割甘mam凹r

shes pa la sgrib凹'i gnas ngan len yod 岡山ams cad 'byin pa'i phyir ro / / 

開台差別 と は、 菩薩は三味で〕 ←切法鮒臓智5 (*鈎lVa-dhanna-削b凶ma-ãlambana-jñãna) に

よ り 、 模で模を出す方法で(*ãI)ï praty師-nirhãra-yogena) 、 アーラヤ識中 にある闘疑の復重(匂V削a­

da�alya) がすべて除去される か ら であ る %。

MSBh.Vll.4 [D: J 73a4-5， P: 2 1Oa24] 

伊yen pos rab加dbye ba zhes bya ba ni gang gi phyir s伊b pa 出amsωd kyi gnyen por m制 問rgnas pa

S総/ji 1町khye'u rags pa ni phra mos37 も川 問rby吋 問 de b血ldukl叩gzhi mam問rshes 問 lamam凹r

gnぉ pa'i kun nas nyon mongs pa'i sa凶n bag chagsオles bya凶rags pa ni gnyen po pluョmos 'byin 問rbyed

doオles bya ba'i 出a tshig go/ / 

B勝目・下川塗ロ∞7J p.281 ，註8. r:禅定岡市制)におけるあらゆるブ喋の教法の光明、それがけじ乗
光明」の三味である。」
却勝呂・下川漫[2∞7J p.281，註8. rそこであらゆる福徳を集めて、 自己のものになすに至るそのことが、

「集徳」と呼出1る。」
31勝目・下)11漫ロ∞7J p.281 ，註8. rr定王賢守jとは、世間の王のようにあらゆる三味の君主である。 そこ
にあれば十方における現定世の諸仏・世尊を現新Iに見られるのである。」
立勝呂・下川漫ロ∞7J p.281，註8. rr餅引とは、諸三昧の中て最高であり、 軍隊の人々の中で将軍が勇者
なる如く、悪魔の集まりをも打ち破ることができるものである」
33玄英訳『掻大霜織] [j明主) [f: 31 . 427b7-9] 直樹拡する記述ではなしL

稗日。菩薩所得諸三麿也翻慌邑此中略説馬上首者、等吉宗一切朝習乗等尚不問名。何況育白黒b
M拘ぞ'us khye'u: P. ， N.拘;j'us khyi'u 
35一切怯総梱家智は 長尾[1 987J p.21 1 によるとMS且1 2で無分労IJ智として示される総括的に見る智のこと
とされる。 また、 当該の蔵・漢の無性釈よりも、無分労IJ智の一種と考えられる。
当玄奨訳『掻大乗論本』打': 31 .1 46c1 8-1 9] 

針治競リ者、調一切法網相縁智。 以模出概亘理、遺何中間職中、一切際色重竜丸
37 mω:P.，Nぬs
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対拍差別 と い う のは、 〔菩薩は〕 あらゆ る 障擬の対治 と して 〔三味に〕 住する か ら であ り 、 偉大

な襖が微細 〔な 模〕 に よ っ て除去される よ う に、 アーラヤ識に住する雑染の薫習種子 と し 、 う 釦て

が微細な対治に よ っ て除去さ れる と し 、 う 意味であ る380

MSU.VIl.4 [0: 263a6-b 1 ，  P: 3 1 9a5-8] 

伊yen pos rab 伽 dbye ba ni cho 唖thams ωd 'dres pa 1昌也凶gs paぬnglぬn pas sgrib pa世間15ωd 防i

gnyen po'i dngos por gnas pa'o / / 

de b出nnyidω chos thamsωd 'dres par byed cte39 / de 陶酔d na med pa'i phyir ro / / 

khye'us khye'u db刊ng ba'i tsh叫du ホes bya ba ni khye'u snga ma khye'u phyi mas dbyung ba'i tsh叫du

wes bya ba'i tha tshig sle / dper na khye'u phra40 mos 陥ye'u s加m 伊 'byin pa de bzhinωkun 割甘 mam

par shes pa la nyon mongs pa伽ng shes bya'i sgrib pa'i sa bon凶g chags防i凶ag nyid rags仰伊as pa

thamsωd de b泊in nyid la dmigs pa gnyen 伊'i shes pa必ngl，必npa'出19 nge '，恒n phra mos 'b:戸n 10/ / 

対治差別 と は、 〔菩薩は〕 一切法総相縁 〔智 〕 を伴 う こ と であ ら ゆる障離の対治な る も の と して

〔三味に〕 住する のであ る。

真如において一切法は総相 (*拙抽出nna) であ り 、 それ と 不離 (*avy幼児ker:m) だか ら であ る。

模で模を出す方法で と い う のは、 前の 模を後の 模で出 すっ方法でと し 、 う 意味であ り 、 例えば事掛咽な

模に よ っ て大 きな 模が除去さ れ る の と 同様に、 アー ラヤ識に住する あらゆる煩悩 と 所知 と の障

(*出何百eyãv側a) の窯習種子の勧てな本体が、 真如を所縁 〔 と する 〕 対治であ る智を伴 う 微

細な三昧に よ っ て除去される のである 410

2.6 Vß.5(i湛能差別

MS珂.5 [0: 32b2， P: 37b6] cf 長尾 [1987] pp.2 1ト2 13

bsamgt加gyi bde凶ぬg gis gnas gang nas gang du 'dod par s匂fe ba yongs su '面n pa'iph戸r ro// 

〔堪能差別 と は、 菩薩は〕 諸の静慮の楽 (切y加叫cha) を伴い 〔三脚こ〕 住 して、欲す る ま ま

M玄撲訳 『橋大粛繍n (世劇 [T: 31.361 c29-36却]
線目。縁締法智針治一切l章擬而f主主日以来E欄徐去飴模、住持哉中諸雑染法薫習種子説オ�jj言像、諸針f街萱、
相徐彼故、是緋島義

3 9 de:om.C. 
40 phra: P. phrag 
41玄奨訳『概大衆制剥撫|也 [T: 31. 427b1 1-15] 

縛日。無分別観庁縁即日、是一切法共相所頼、故説此智名純柏紘定能後此能封治智、ifJ玉名針?九聖連主微
妙、脚醐眠所治種子其佐佐重、制喰民
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に ど こ にでも (*yathã-i号加n) 生を摂受する (キ'janma pari副11)00) か らである 420

MSBh.Vll.5 [0: 1 73a5-6， P: 210a4-5] 

Ias su mng ba nyid匂is rab tu dbye ba zhes bya ba43 ni 1鉛su nmg凶b拙n伊ngan♂ la bde bar伊as

nas4S gang du sems c加 gyi don mthong ba der skye bar 'gyur ba ste / der yang bsam gtan nyarns par rni 'gyur 

ro/ / 

de lta bu ni nyan thos ma ms la med do / / 

堪能差別と い う のは、 〔菩薩は〕 堪 能 と し 、 う 静慮、において楽に住 しなが ら 、 衆生への利益を 見る

処に生まれるのであ り 、 そ こ において も静慮が 損なわれる こ と にな ら ない。

以上のよ う な こ と は、 諸声聞には無し 尚。

MSU.Vll.5 [0: 263b l ・2， P: 3 19a8-b2] 

Ias su rung ba nyid kyis rab佃dbye ba ni bsam gtan gyis de ba dag gis gnas nas bsam gtan las yo昭S 釦

ma nyarns問 b泊in du ji ltar 'd吋 pa gang du 民間ωn gyi don mthong ba der skye ste /由19 nge 'dzin 1ぉm

nmg ba'i phyir ro / / 

町的ba'i ting nge '畑町i l俗則nmg ba nyid ni nyan thos la sogs pa nyid la med do / / 

堪能劃IJとは、〔菩薩は〕諸の静慮の楽を伴い〔三昧に〕に住して、静慮、より不退転(*勾出胸ika)

なの と 同 じ く 、欲する ま ま に衆生への利益を 見る処に生まれる のであ り 、 三昧が 堪 能 だか ら であ

る。

こ の よ う な三味の堪能は、 声聞な どには無いのであ る べ

2.7 VlL6⑤号|発郵IJ

MS.VII.6 [0: 32b2-3， P: 37b6-7] cf 長尾 [1 987J p.2 1 3  

42玄奨訳『矯大乗論本] [T :  31.146c2仏21]
I甚能劃l盾、謂住訴慮紫、随邦予T'Ø-:、E限生直九

43 zhes句四ba : om. P. ， N. 
44 gang: om. P. ， N. 
45 nas: D.. C.na 
“玄嬰訳 『掘大霜命霞] [世港町 [T: 31. 362a6-8] 

線日。 由有堪能、住静慮深、随有僕益諸有情威主 llr性彼生、不退嗣意。諸費関等無数日是事0
47玄奨訳『掻大剰餅剥〔無間 [T: 31. 427b17-1勾

緯目。 由止岬慮、其位調l慎有pJP甚低値欲鏡益諸有情底不退静慮、 而往受生。替問乗中鮒日是事、所以
殊勝。
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jin巾n gyi khams thams cad du thogs pa m吋 pa'i mngon問rshes pa mngon par sgrub pa伽g/

〔 ヲ|発差別 と は、 菩薩は三味で〕 あ ら ゆる世界におけ る無障擬な る 神通力 を引発する けabhijñã­

ab凶由れ訟がであ る 唱。

MSBh. vrr.6 [D: 1 73a6-7 ， P: 2 108a5-6] 

mngon par sgrub pas rabωdbye ba dang zhes bya ba ni 'j抱rten gyi凶ams伽mωddu也ogspa

med pa ni49 mngon par shes pa bsam gtan gy色mngon問rs酔Jbparby吋凹'0// 

引発溜リとし、うのは、あらゆる世界における無陣礎なる補且カは静慮によって引発するので、ある

50 0 

MSU.vrr.6 [D: 263b2-3， P: 3 1 9b2] 

mngon par bsgrub51 pas rab tu dbye ba ni出g nge '面n gyi yon凶創sjig rten gyi khamsφag 加med

pam釦18 su tb略spa med pa'i mngon par shes pa s防ed do// 

引発差別とは、 三味の徳によって無量の世界において、無障硬なる神通力が生じるのである520

2.8 V1I.7邸時鑑別

MS.VII.7 [D: 32b3-4， P: 37b7-38a2] cf 長尾 [1987J pp .2 13 ・216

g-yo凶rby'吋pa伽ng/ 'bar bar byed pa伽ng/khyab凹rby吋 pa必ng/蜘n pa dang/戸lan gyi dngc泊四r

bsgyur ba似ng/'gro baぬng/'ong加似ng/sdud pa伽ng/ rgyas53 par by剖pa也ng/伊Jgs k戸lωth削S

cad jog pa伽ng/ skal ba mnyam伊s 'gro ba伽ng/snang凶rby'吋cing mi snang凶ryang byed pa伽ng/

d凶g叩ddu by吋 pa伽g/斜lan即蜘'phrul曲川o♂pa伽g/申obs 問伽g伽npa伽g/bde

ba sbyin pa必ng/'odzergωng凶i町u 'phrul chen po mngon par sgrub pa伽ng/

4玄嬰訳 『掻大乗論本.� [f: 3 1 . 1 必c22-23]

引渡差別者、謂能号崎一切世界無磁神通竜丸
49本論のjin巾n gyi kh訓S thaJ1lSωd du thogs pa med pa'i mngon par shes pa への註釈 と みな し、 ni は
mngon par shes凹 の後に本来あ る もの と する。
皿 玄喫訳 �.楯規寄縦割 〔世親J [f: 3 1 .362a 1ト 12]

稗目。 如是四掴各説郡11，於『毘朝日程;対到中館見、 復有百千部11，
51 bs.伊11b: C. b s.伊uお
52玄奨訳『掻大乗言餅割[無性J [f: 3 1 .  427b2ト22]

終日。 由比定力、 引接種種一切]世界無樹申通。
53 '&)U5: P.， N.りむ
54 j"og: P. ， N. }oms 
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〔作業差別 と は、 ) 1 ) 振動 (*kam問na)、 2) 織然 (うvalana)、 3) 遍満 (*spharaI)a)、 4) 顕示 (*vi伽担1lI) 、

5) 転変 (*釦抑制bhãva-畑町a) 、 6) 往 (キg削ana) 、 7) 来 (*ãgamana) 、 8) 巻 (*拙世�a) 、 9) 告予

(*pra泊lana) 、 1 0) 一 切色像皆入身 中 (キ却va-而pa-kãya-praveSana) 、 1 1 ) 所往同類 (*銅bhãg姻・

u凹鉛J11kr言nti) 、 12) 顕 (*ãv油hãva) 、 1 3) 隠 (*位争bhãva) 、 14) 所作自在 (*vaSitva-kara明) 、 1 5) 伏

他神通 (本開m吋dhy-abhibhavana)、 1 6， 1 7， 1 8) 施弁・念・ 楽 (*pratibhä品na， *smrti-dãna， *釦拙a-dãna)、

1 9) 放大光明 (*凶 mi-pramolcyn:Ja) と し 、 う大劇軌 を 〔菩薩が三味で〕 引発する こ と である550

MSBb. vn.7 [D: 1 73a7-b6， P: 2 1  Oa�ドb7]

las防is rab 伽 dbye baオles bya ba la / g-yo bar byed pa 凶 jig rten gyi khams mams gヴo barby'吋 pa'o// 

'bar bar byed pa ni deぬg nyid'凶r加rby吋 pa'o// 

khyab par by吋pa 凶 '00防is khyab par byed p町blta bar bya'o / / 

ston pa ni gang割lan gyis mi nus pa de'i '00 kyis56 gzhan jig rten gyi凶arnsdu ma'i四gs rgyas laωgs pa 

mthong凶rbyed凹i'O// 

gzhan gyi dng os por bsgyur ba ni sa la sogs pa marns chu nyid la sogs par bsgyur bar blta凶rbya'o// 
'gro ba 川 水ad cig gαg la jig rten gyi kharns du mar 'gro加'0// 

'ong ba nyid 凶 de似g nyid nas so / / 

sdud pa ni r廿叫 phr百rabgcig gi nang du jig rten gyi kh加18 du ma chud par byas na yang de la 'phel ba m吋

pa'o/ / 

E宮as par byed pa ni rdul phra rab gcig gis jig rten gyi khams tshad m出 問m削s 'gengs凹rbyed pa'o / / 

gzugs白aßlSωd lus57 su 'jug paオles bya凶ni ji 1凶lus la bya凶mam pa sna白hogs su58 du ma th釦首

切d ston凹.'0// 

sk且1 pa rnnyam pas 'gro ba ni ji ltar gdul bya'i don du sum cu応a gsum 問 mams la kha dog dang dbyibs 

dag de 伽ng mthun pas mnyam凹r'gro凶蹴/deb泊mω世lamsωd du sbyarro/ / 

snang bar by吋pa ni rab tu gsal bar by吋pa'o// 

mi snang bar byed pa ni rab tu mi snang ba'o / / 

dbang 町id du byed pa ni ji ltar bdud sangs rgyas nyid du by'吋palta bu'o / / 

gzh加gyi r 也u 'p勘叫悶b 伽 'jOßlSpa ni割lan gyi rdzu 'phrul zil gyis gnon p紅by吋 pa'o// 

55 玄撲訳 『掻大乗論本』 打': 3 1 .1 46c23剖]

作業凱者、謂椙震動燃然、遍潟、額示、階、往・来、巻・告示一切色像皆入身中、所往同類 、 或頼、
謝意、所作自在、伏他神通、施輯・念・築、放大光明。 引号数日是大補盈払

%かιP.，N.kyi
57 lus: P.， N.las 
潟su:om.P.，N
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spobs pa sb:りn pa 凶 壮i ba nyid la'o / / 

dran pa sbyin pa dang / bde ba sbyin pa ni nyan pas59 白19 nge ，岨n sbyin pa'o / / 

'od zer 酔ng ba'i 吋zu 'phrul ch佃 伊 ni Jig rten gyi khams 併lan nas byang chub sems d凹' mams sdud

pa'o/ / 

rdzu 'phrul chen po nmgon par sgrub pa ni chen 伊r gy町 pa'i 凶却 ヤhrul te/bs凶ma thag pa de 伽g nyid

yin te de 叫 ni nyan thos mams la m剖do// 

作業翻IJ と し 、 う こ と につし 、て、 1 ) 振動 (*kampana) と は、 諸世界が振動 する こ と であ る。

2) 織然 (*jvalana) と は、 ま さ にそれ ら (諸世界) が;験然?する こ と であ る。

3) 遍前 (*sphann:m) と は、 光に よ っ て遍満する こ と と 見るべき である。

4) 顕示 (*v尚昆加a) と は、 他の者に よ っ ては不可能で、あ る 光に よ っ てω、 他の者に無数の世界の

仏な どを見 させる こ と である。

5) 転覆 (*anyatl百bhãva-凶賀la) と は、 地な どをま さ に水な どに変化 させる こ と と 見るべき である。

6) 往 (古訓制) と は、 一剃那に無数の世界ハ行 く こ と である。

7) 来 (キ ãgamana) と は、 ま さ に 〔一挙Ij那に〕 それ ら (無数の世界) よ り 〔来る こ と 〕 である。

8) 巻 (*拙世匂epa) と は、 一極微の内に無数の世界を入れて も 、 そ こ (極観的 で増大 し ない こ と

である。

9) 箭 (*prathana) と は、 一極微に よ っ て無量の世界を満たすこ と であ る。

l め 一切色像皆入身中 (*拙va-而pa-同ya-prav飴ana) と し 、 う のは、 身におし て種々 の無数のあ ら ゆ

る事業 (bya ba * 凶yえ lqtya) を示すこ と である。

1 1  ) 所准同類 (*鈎bh縁組ーu凹鉛I)'Ù<I古nti) と は、 教化すべき 〔者たち〕 のために三十三天に顕と 形

と がその者 と 相似する こ と で等 し く 行 く こ と であ り 、 同様に 灰界以外の〕 すべて において適用

すべき である。

12) 顕 (*制巾hãva) と は、 顕わにする こ と である。

13) 隠 (本位。bhãva) と は、 明確に現れない こ と であ る。

14) 所作 自 在 (*vaSitva-k:嗣加) と は、 魔王 (*mãra) をま さ に仏にする よ う な こ と である。

1 5) 伏他補通 (*p回吋dhy劫hibhavana) と は、 他の神通を調伏 (*凹rarddhy弛hibhavana) する こ

と である。

1 6) 施弁 (*pratibhã-dãna) と は、 ま さ に請巳背に対 してである。

17) 施念 (キm何-dãna) 、 1 8) 施楽 (切油a品na) と は、 聴閣者に対 して三味を施与する こ と であ

る。

59 pas:P.，N.pa la 
曲 玄掲Rの 理解に 合わせると 「他の 者に 出来品 、こと がらに つし 、て、光によ って 」 とも 角平せる。
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1 9) 放大光明 (キm釦甘・伊首no均aJ)a) と し 、 う 大威神カ と は、 他世界 よ り 諸菩薩を集める こ と であ る。

大威神力 を 〔菩薩が三昧で〕 引発する こ と と は、 偉大なる 神通であ り 、 ま さ に直前で述べたそれ

ら であ り 、 それ ら は諸声聞には無し 、，61 0

MSU.Vll.7 [D: 263b3-264a1 ， P: 3 1 9b2-8] 

de la g-yo ba la sogs pa'i mam 阿 'phr叫 凹 'byung 指/jig rten gyi 陥釦18 包hadmed pa g.ヴo bar byed pa ni 

ting nge 'dzin gyi mth凶 'gul barby吋 pa ste / 'bar bar byed pa ぬng khyab par by凶 pa yang de bホin no/ / 

jig rten 副 khams mthong bar mi n凶凹mtha' yas pa 割1lU1 必g g抑 制gs rgyas la sogs pa yang ston to / / 

鈎 la sogs pa y加g chu la sogs pa'i dngos 伊r gzhan du s伊rr ro / /

skad cig gis jig rten gyi khams du mar 'grぜo//'ong ngo//

吋叫 phrn rnb gcig gi62 nang du jig巾n gyi khams mang 凹 sdud kyang cher mi skye bar by吋 do// 

jig rten gyi khams m血a' yas pam削s su 凶凶 gcig gis rgyas p:釘 byed de / khyab 問rbyed do/ / 

rang gi 1凶 釦 gzugs 句iI凶 伽m ωd 'jug go / / 

gdul pa'i phyir 伊ng gi gzugs gang yin 問 de'i gan 伽 伊JgS de nyid kyis 'gro'o / / 

snang bar byed pa ni mngon凹rbyed伊，'0// 

mi snang bar byed pa ni mi mngon 凹r by'出 問，'0// 

dbang nyid du byed pa ni 凶ud 鈎ngs rgyぉ nyiddu sg戸JJ' ba'o/ / 

回lan gyi 吋却 下hrul rab 伽 'joms pa ni 割lan gyi rd却 'phrul63 zil gyお gnon pa'o/ / 

ヰゎbs pa med pa mams la spobs pa sbyin par byed do / / 

61 玄奨訳 『撮大鰐餅割 〔世親J [T: 3 J .362a17-bη 

蒋目。 憎業観リ、 謂謝申i笛ヲ庁作事業主

此 中掘社切世界故名振動、 則被織然故名俄然

言遍満者、 勝目即Ð明普照。
言帯示者、 由 此 威力、 令無所髄鮪慨員、 燃強見無量世界、 及貝其鈴悌萄蓬等。

言縛嬰者、 勝日糟一切地等令成水等。

言往来者、 謂一栄1)那普脳お塁無量世界。

言櫛者、 謂巻十方無量世界入一極微、 極微不増。 静一極微包干十方無量世界、 世刑執

一切色像皆λ身中者、 謂身中現無量穂積一切事業

芳准買願者、 開口信旨三十三天、 色像言音輿彼肉親 矯化彼故往一切烏亦鮮日危

頴謂頼現 離部筋昆
所作自在者、 女日間寛王作悌身等。

伏地抑制盛者、 謂髄蛾一明科盈。

於請時描以縛才故、 名施掠
於穂問者施念、 施操、 令得定故名施含識

放大光明者、 震欲召集遠出也方世界菩龍

引勝城主た怖盈者、 引前fiJ融大神通払 如是「号車問所無、 是故謝勝。

位 gi : N. gis ni 
63 add P.， N. rab 
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bり吋 ngas pam訓s la dran pa sbyin par by吋 do// 

gang 也g gis byang chub sems dpa' m訓s la64 'gug凹r'gyぽ加 pho nya lta bu'i 'od zer gtong 取/g加g ぬg

nyan thos la sogs pa la med pa'i rdzu 'phrul chen po 'di dag mngon問r'du by剖do// 

それ 〔作業差別〕 にっし 、て、 振動 (*ViklUVita) な どの反対中力が生 じて、 無量の世界が 1 ) 振動す

る こ と は三味の力 に よ っ て動かすこ と であ り 、 2) 蛾然 (*jvalana) と 3) 通商 (匂har百I)a) も 同様

であ る。

他の不可見の無量の世界或いは仏な ど を も 4) 顕示 (*vi似品ana) する のである。

地な どを も水な どなる も のに 5) 転変 (*anyatluôhãva-karaJ)a) する のである。

一挙IJ那に無数の世界へ の 行 く (*garnana) のである。 〔一手Ij那に無数の世界よ り ) 7) 来る (*ãgarnana)

のである。

一面倣の内に多 く の世界を 8) 巻いて (*拙世�a) も増長 しないのであ る。

あ ら ゆ る 世界をー 〔梱 微に よ っ て 9) 箭ば して (*pra出飢a) 、 遍満する のである。

自 ら の身体に 10) 一切色が入る (*四va-ru伊-praveSana) のであ る

教化のために 1 1 ) し 功 な る処のし 、かな る色で、あ っ て も その処へ色を伴っ て行 く (*garnana) ので

ある。

1 2) 顕 (*ãviIもhãva) と は、 顕わにする こ と であ る。

13) 隠 (*位。bhãva) と は、 顕わに しない こ と である。

14) 所作自在 (*vaSitva-karaJ)a) と は、 魔王 (* mãra) が仏に変イじする こ と である。

1 5) 伏他補通 (キ悶悶吋dhy-abhibhavana) と は、 他の神通を調伏 (*pr言rddhy-abhibhavana) する こ と

である。

弁才の無い (*apratibhãna) の者たちに、 l の 施弁 (*p剛bhã品na) する のである。

忘れやすし 、 (*sm�ita-slllJtÏ) 者たちに、 1 7) 施念 (*釦叩-dãna) する のであ る。

諸菩薩を招集する使者 (*d加) の よ う に 19) 放大光明 (キ問的i-pramo同3I)a) し、

声聞な どには無いこれら大劇中力 を形成 (*abhi銘m水加) する のであ る650

2.9 Vll.8 十種翼断子

64 /a: om. P. ，N. 
出 玄奨訳 『掻大乗論穣n �明割 打': 3 1 .  427b26-c3] 

稗目。 由此定力、 引務問謝申通所作。 臆育頴現 離郡窮鼠
所作自 在、 謂劉蒐王f乍悌身等。
伏他神通、 謂抱決奪他神通力。 無幣才者施L夫婦才。 無念集者施以念巣
震召他方遠住菩薩放大光l凡 号 |雪量貢献をた補盈者、 引前fiJ融纏祖齢制m， 如是等類建問等無、 是故劾端。
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MS.Vll.8 [0: 32b4-33a3， P: 38a2-b 1] cf 長尾 [1987J pp.2 1 6・220

dka' ba spy'吋 pa thamsωd bsdωpa dka' ba spy吋 pamam pa bcu mngon 問r sgrub“ pa'i phyir ro / / 

dka' ba spyod pa mam pa bcu ni 'di lta ste /陥as blang凶rdka'凶spy吋 pa ni / byang chub chen por smon lam 

'debs pa khas len pa'i phyir ro / / 

mi Idog par dka' ba spyod pa ni 'khor 凶.'i sd略 加gal mams kyis mi bzlog67 問'i phyir ro / / 

phyir mi phyogs凹rdka'凶spy吋凹 ni/ semsωn thamsωd kyi log par sgrub pa marns ky也 氏 lぉ phyir mi

phyogs pa'i phyir ro / / 

mngon du phyogs凹rdka'凶spy吋 pa ni/gn吋凹rbyed pa'i semsωn mams kyi68 don thamsωd bya ba la 

mngon du phy匂S 開'i phyir ro / / 

mi gos par dka' ba spyod pa ni / Jig rten du skyes 匂ang Jig 配n 同'i chos 防is mi gos pa'i phメrro// 

mos pardka'凶早川 pa ni / rtog69 問 med 阿 yang theg pa ch如 何 la 町a che加 nyid dang / zab 同 nyid

thams cad la mos pa'i ph戸r ro// 

rtogs par dka'凶70 spyod pa ni / gang zag ぬng chos la 凶ag m吋 問 巾'gs pa'i phyir ro / / 

khong du chud par dka'凶spyod pa ni / de bzhin gshegs 問 mams 匂ri71 dgongs te gsungs pa zab mo khongω 

chud 問'i ph戸r ro// 

mi 'by'吋pa kun nas nyon mongs 問 m吋 pardka'加 spyod pa ni / 'khor凶yongs su mi gtong yang / d凶 kun nas

nyon mongs pa med pa'i phyir ro / / 

sbyor凶rdka'凶spyod pa ni / sgrib pa tharns cad I俗 mam par grol ba la bzhugs pa'i 鈍ng声 明俗 marns'khor 

加'i mtha'i凶rdu lhun gyis grub par semsωn 出arnsωd kyi don tharnsωd mdzad pa dag la sbyor ba'i phyir ro 

// 

〔菩薩の三昧は〕 ま た、 あ ら ゆる賄子を摂する十種緒子 (*的VI伽d凶kara-caryã) を引発する か

ら 〔声聞 よ り も殊勝なの〕 である。

十種難行は以下の よ う である。

1 ) 自 誓努桁 (*pratijñã-d時kara-caryã) は、 大菩提を得よ う と願 う こ と (*mah融油吋瑚i必dhãti) を

自 受する (*abhyu伊伊ma) か ら である。

2) 不Jm駒子 (*avyãvrtti-d�kara-caryã) は、 諸々 の輪廻の苦に よ っ て退伝する こ と がない (*凶vãri匂)

か ら であ る。

3) 不背緒子 (九ー凹血1n1U-胤hãva-d同畑町aryã) は、 あ ら ゆ る衆生の諸の邪行 (*mi出yã-pra印刷

66 申百b : N. b.吻7tb
67 bz/.匂:P. ， N. zlog
柑 か'i:om.P.，N
(/) 11og :  MSU. 110gs 
10 ba : P. ， N. ba7 
JI kyi : D. ， C. ky，日
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に よ って も彼 ら (衆生) に背を向けないか らである。

4) 現前賄子 (*abhim醐七häva-du与kara-cruyä) は、 害をなす諸衆生へのあ ら ゆる利益をなすこ と を

現前する か ら である。

5) 不染賄子 (キ町lepa-d�kara-cruyä) は、 世間に生まれで も世間の法に染ま ら なし 、から であ る。

6) 勝角平安街T (*必凶nukti-d凶kara-c叫lä) は、 〔ま だ真理を〕 理解 していな く て も 、 ブ司をにおけ る あ ら

ゆる広大 と 甚深を勝解す る か ら である。

7) 通達難行 (*prativedha-d時kara-cruyä) は、 人法無我を通達する か ら である。

8) 随覚賄子 (*加uprav由-dUSI姐a-cruyä) は、 密意ある続見 (*則伽ya刊明a) を随覚する か ら で

あ る 。

9) 不離不染緒子 (*必凶ma-niI)saqtk:lcia-d時kara哨ryä) は、 輪廻を捨てなし が、 それ (輪廻) に染ま

ら なし 、か らである。

1 0) 力日行喜鞘T (*prayoga-d�kara-c町ä) は、 あ ら ゆる障擬 か ら の角潮見に安住する諸仏が輪廻の果て

に至る ま で資問用 (*anäbhoga) にあ ら ゆ る 衆生へのあ ら ゆ る利益をな さ る こ と を力日仔す る か ら で

あ る九

MSBh.vn.8 [0: 1 73b6-7， P: 2 1Ob7之1 1a 1 ]

byang chub sems dpa' ni dka' ba spyod pa yin no オ1es gsungs 凶i dka' ba spyod pa gang yin zhe na I dka' ba 

spyod pam訓 pa bcu po de dag thams cad kyis bs凶 pa 戸n no l I 

de la mi 'byed par kun nas nyon mongs pa med par dka' ba spyod pa 73 ホes bya ba ni mi 'by岨 pa ni 'dir 

ma thar pa'o I I 'di lta bu ni thar pa yin te I g加g 'khor ba 1ω ky加g ma grol la l de n戸d du lam nas nyon mongs 

pa yang ma 戸1 pa'o l I 

Ihag ma dka'凶spyod pa dgu ni don go sla'o I I 

百 玄奨訳 『矯大乗論本� [T: 3 1 . 146c26-147alO] 

又能 引務省繍賄工 十難行払
寸安tf手者、 一 白 誓賄子、 誓受無よ菩提瀬古丸
二不退難干、 生死衆苦不髄島氏
三不背鰭子、 一切有情樹二T邪行、 市不棄払
四現南漢針子、 怨有↑前庁、 現作一切鏡益事故。
五不染難子、 生在世捕、 不矯世法所染汚故。
六勝解賄子、 約喋中、 量生来能了、 然於一切慶大甚深、 'ìJ言鰯丸
七通達難子、 具髄重達補特幼曜法無我此
八随覚賄子、 於謝日相融甚痴蹄寄司、 能描党此
九不商問之鯨並行、 利金生死而巧喋払
十加待桁、 能傷者側安{胡蹴一切障擬、 窮生用繋、 不作功用、 常起一切有情一切薪IJ:fTi執

刀 addP.，N. ni 
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「摂大乗論』第VTI章「増上心品j の註釈文献の翻訳研究 (1) (嶋本)

「菩薩は賄子をなすで者である。 」 と 説かれる賄子は何か と 言えば、 それ ら の十種硝子すべて に よ

っ て 嘆街子は〕 教示 される のである。

その う ち、 9) 不離不梁奨針子 と い う のは、 不離 と は こ こ (現世) において解脱 しないこ と である。

次の よ う な も のが解脱であ り 、 つま り 輪廻から も解脱 しないが、 ま さ にそ こ (輪廻) で染ま ら な

い こ と である

残 り の九種緒子は意味を瑚卒 し易し J40

MSU.VII.8 [D: 264al-6， P: 3 1 9b8-320a7] 

gang dka'凶spy吋 pa'i byang chub 悶ηs d凹' オleS bIjod pa dka' ba spyod pa rnam pa bcu po de 伽g ston

tn 1 1  

凶as blang bardka' ba spyod pa ni byang chub chen por smon lam 'debs pa khas Ien pa'i phyirte l dka' 

pa ni bdag gi t沈 ba 1a mi 1匂凶r 戸lan gyi don byed par也m 抽d凶i phyir ro l l  

mi Idog par dka' ba spyod pa 凶 'khor ba'i sdug bsngal grang ba必ng r1ung 1aωgs pas mi z1ogs7s pa'i 

phyir ro l l  

phyir mi phyogs pa ni semsωn 10g凹r s伊b pa 伽ng 1伽 pamams 防i don bya dka' ba Ias phyir mi phyogs 

pa ste l gang 伽g ma 1a sogs pa 1a 10g凹r s伊lb pa也ng 1 brtse ba'i phyir mi dgos par yang mig bs1angs 76 nぉ

rkang pa gr明S 匂ris '出1 ba de'i don bya dka'凶0 1 1

mngon du phyogs par dka' pa 凶 伊od pa byed pa'i sems can rnams 句i don bya ba bya dka' ba'o 1 1  

'jig rten du s旬es kyang 'jig rten pa'i chos myed p a  l a  sogs pa brgyad 匂也 mi g'ω pa ni dka' ba'o 1 1  

巾gs pa med par yang theg pa chen po'i don pm百 オ1ing77 mthu'i khyad凹r can la mos shing必d par dka' ba'o 1 

rt，句� pa ru mngon問r 巾gs pa ste 1 yang 必g par khong du chud cぉ bya ba ぬng don gcig go 1 1  

gang zag必ng chos m吋 pa'i ngo bo nyid kun brtags pa dgag 開.'i sgo nas bya dka' ba'o 1 1  

khong du chud pa ni dgongs te gsungs pa'o 1 1  

dka' ba ni thos pa'i don btang ste 1 ma thos pa'i don Ijes 釦 目ogs 阿i phyir ro 1 1  

'khor ba yang yongs su m i  g旬ng l a  de'i nyes pas kyang kun n舗 nyon mongs paωn ma 戸n pa ni dka' ba 

M 玄婦問 『婿大鵡命穣� (世親J [T: 3 l . 362b2 1 -25] 

線目。 如説菩薩修諸賄工 此 中何等名馬難行。 一切難行寸宅街寝具
於中碍閥横断予者、 碍斡故、 名問弛 謂於生死不全捨灘、 柄喋汚、 此甚�蒐
鮒L華街子其義易了。

75 z/ogs :  P. ， N. z/og 
76 bs!.即� : C. bs/abs 
n zhi，灯g :俸 は諸 版に 異読はなし がここ では意味が通らなし 、た め zhib 匂 の誤りと 解して 訳し た。

q、ucu
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ste / de gnyis mi 'by吋 pa'i phyir ro / / 

sbyor bar dka' ba ni nyon mongs pa必ng shes bya'i sgrib pa 曲ams ωd Ias rnam par gr世 ba spangs pa la 

zhugs pa'i de b出血 gsh培 pamams sems can gyi don mdzad pa'i khyad par ro / / 

「緒子 [をなす〕 菩薩と は」 と 説かれるのは78、 それ ら の宇種難行を示すのである。

1 ) 自 誓賄子 (*pratij踊-du�kara胡-yã) は、 大菩提を得よ う と願 う こ と (*mabã加品p叩da晶甜)

を 自 受する (*abb刊開gama) からであ り 、 難 と は 白 楽 (*加a-sukha) を顧みず、 他者への利益

を誓 う (*pratij白ã) か ら であ る。

2) 不退鰍子 (犬avyãv同-du�kara胡-yã) は、 諸々 の輪廻の苦で、あ る寒さや風に よ っ て退転する こ

と がない い凶泊吋匂) からである。

3) 不背 (合a-par抽mu・kIllôbãva) と は、 諸々 の刻羽子 (*mithyã-pratipa世i) を有する衆生への利益を

なす難よ り 背を向けないか ら であ り 、 或る者たちが母な どに対する邪行 と 、 愛情のために不必

要であ る が眼を え ぐ り 与え (*叩n剥ãpya， vyutthãpya) 、 両足で踏む彼への利益をなす難である叱

4) 現前知子 (*abbimu臨bbãva-du�kara咽刷) は、 害をなす帯牲ハヰ向溢をなす難で、ある。

5) 世間に生まれで も手IJ得な ど、八つの世間の法に染ま ら ないこ と が難である。

6) (ま だ真理を〕 理解 していな く て も 、 大乗の意味は枇湘で殊勝な る 力 を持つ こ と で勝解 し信

受する難であ る。

7) 通達 (*prativedha) と は、 現観 (*abhisamaya) であ り 、 正知 (切madhigama) と 同 じ意味であ

る。 人法が無い自 性 と は妄分別を否定する と し 、 う 仕方でなす難である。

8) 随覚 (*anupraveSa) と は、 密意ある教説 (*叩]1dhãya刊叫1a) (を随覚する こ と 〕 である。

難 と は、 聞いた意味を廃 して、 聞かなかっ た意味を理解するからで、ある。

9) 輪廻を捨てずに、 それ (輪廻) の過失に よ っ て も染ま る こ と がないのが難であ り 、 その二つ

(輪廻 と 解J&) を向針もなし 、か らである。

10) 力orrの難 (*prayoga-du与畑ra) と は、 煩悩 〔障〕 と 所知 〔障〕 と のあ ら ゆる障 (叩伽・j晶eyãvara胆)

か ら の糊見、 つま り 断に安住する諸如来が衆生への利益を な さ れる殊勝である泊。

苅 玄撲訳では 当該の 導入の 引用部分が世親釈と 同 じである ため、蔵 訳者の 叡駅の 違し 、であり趣旨は 同 じと見
る。
司 一応の訳を 施し たが、 意味を 成し えな いものとな っ た。 なお、 長尾 [1987] pp.219-220では 1英訳諸本を 対
照し、rr邪し まな 振舞」 とは、 例えば用もな いのに戯れに 眼球を所望し 、 それを 両足で踏みに じるな どの 非
道な 振舞のこと」と 注記され、その モチーフが ジャー タ カにある 可能性の 指摘がされて いる。
制 玄焚訳 『瓶大乗論穏] [無 国 [f: 3 1 .  427cl6- 428a7) 

蒋日。 如説菩薩儲樹子。 一切瑛桁十種鳴
自 誓緒子、 誓受無上菩魂頼者、 司輔自巣 誓受僕益一切有↑青。 甚震難故。
不退鮒T、 生死衆苦不艦基者、 広庭生九 風寒等首斤不髄!!， 甚矯難故。
不弓持断、 一切璃情難問桁、 而碍話、 於父母噺市昭子。 或無所用戯求目闘え 隻足践践 司覗其過而
桝湊益。 甚矯難此
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『摂大乗論』第VII章「増上心品」の註釈文献の翻訳研究(1) (嶋本)

つづ く

3. 拙稿 [2020J への翻訳訂主

拙稿 ロ020J にて MS.VJ í増上戒品」 及び世親釈 ・ 無性釈のテキス ト 及ひそ和訳を提示 したが、 2020

年度の 日 本印度学仏教学会第 71 回学術大会での研究発表に際 し、 訳語の再検討を行っ た と こ ろ、 í3.6

VI.5④甚務執勝J p. 1 1 8- 124(39-45)'こて訂正すべき 箇所が数カ所見つかっ たため、 こ こ に断憐 し訂正案を

提示する。

MS.VI.5 

p. 124(39). Il . l 7- 19  

その う ち、 ④甚開朱勝と は、 菩薩は次の よ う な種類の善巧方便 (ホupãya-kauSalya) に よ って、

殺生等の十種の業を行っ て も 、 それに よ っ て有罪 (*avadya) と も な らず、 無量の福徳を も

生 じて、 無上正等覚を も速やかに現等覚する のである。

p. 123(40). Il.4-5 

ま た、 化作 (*nirmita) の身 と 語 と の業 も ま た、 菩薩の甚深な る戒 と して知るべきであ り 、

それに よ り 王権を振るい 作詞IY抑 1qtvã) 、 種々 に諸衆生を苦 し め る こ と を示現 して、 衆生

を律 (キvmaya : 正 しし 寸布 、) に据え付け る のである。

p. 123(40). 1lふ 1 1

種々 の本生謂 (*j担ka) を教示する こ と に よ っ て、 他の衆生を害する こ と で、 それ0，;外の

衆生を利益する こ と を顕示する ので、 〔話を聞いた〕 他の者たちは?青浄心を先 と する成熟

を も達枕する。 以上が菩薩の戒の④甚深殊勝である。

民的Bh.V1.5

p. l 22(4 1 ). Il.4- 16  

{第六巻}

④甚深殊勝 と は、 菩薩は次の よ う な種類の善巧方便に よ っ て と し 、 う その こ と について、 菩

現瑚断、 怨有情所、 現併切候益事者、 量鮪重怨而現鏡益。 甚矯難此
不巣鮒子、 生在世調、 不矯世設努税収請、 常慮世間利等八法所不能弘 甚僑難此
勝甥噺子等者、 於微妙議開榊力。 E齢能 了而閑言眠 甚�難此
i面劃脂子等者、 通達現親等質一義能具通進 遍計rJ糊繍特伽経切出生皆無精。 甚震難此
隆寛緒子等者、 於御所説秘密言試 捨樋開義 党不問義 甚�.難肱
不離不梁鞘T等者、 才括性用改揃品。 甚矯難払
力併預桁等者、 E!1JîE脱一切開歯及所知院 市恒現前起作すI手Ij有情事。 登未痢要員常無休息。 欣修止t1'f
甚矯難此

民，UFO
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薩が様々 な (*yath抽出ã) 種類の善巧方便の能力 を有する よ う にな る こ と を教示する のであ

る。

まずも し、 〔菩薩は〕 こ の よ う に知る。 r こ の人は こ こ (現世) で不善なる 無関 喋〕 な ど

をなすであろ う 」 と 、 他心を知 る な ら は ま た も し 、 〔菩薩は〕 それ以外の他の方便がない

な ら ば、 「 こ の者 (悪人) が こ の よ う に殺 される な ら ば、 確実に善趣に向か う こ と (*釦gati­

gamana， 凶e 'gror 'gro ba) にな り 、 〔悪人が〕 こ の (殺生の) 業をなすな ら ば、 確実に悪趣に

堕すこ と (切凶-gati-gamana， ngan 'gror 'gro ba) になろ う 」 と 明確に知って、 次の よ う に朝早す

る な ら は 〔菩薩は〕 こ の よ う な心を生 じ るべき であ り 、 「私 (菩薩) が こ の (殺生の) 業

をなすこ と で、 私は警趣に行 く と して も 、 そのこ と を望むが、 こ の者 (悪人) が現在に僅か

な苦を受け る こ と で、 未来の安楽を得る こ と になる」 と その者 (割程) は こ の よ う に医者 と

類似 した心を生 じて、 殺すこ と にな っ て も手間がな く 、 福徳こ そが増大する であろ う 。 福徳

こそが増大するその こ と に よ り 速やかに無上正等覚を獲得する こ と にな り 、 こ の よ う な こ

と が 〔菩薩の戒の〕 極めて甚深であ る。

p. l 22(4 1 ) 註 96. 1 1. 1 1 ・ 1 9 BBh.I.10 

ある性罪について も 、 菩薩が次の よ う な善巧方便に よ っ て行な う な ら ば、 それに よ っ て有

犯にな らず、 多 く の福緬が生 じ る のである。

例えば、 多 く の何百 も の生き物、 大徳のある も の、 諸の声聞 ・ 独覚 ・ 菩薩を何 ら かの財物の

ために殺そ う と して、 多 く の無開業の行し は努めた強盗と 淵奉を、 菩薩は見る。

そ して、 〔菩薩は強盗 と i岡泰を〕 見て、 さ ら に こ の よ う に考えて心を決める。 「例え、 私が こ

の生き物の命を奪 う こ と で諸制試に生まれよ う と も 、 私が瑚試に生まれる こ と は構わな凡

だが、 こ の衆生が無開業をな して、 脳試に落ち る こ と はあってはな ら なし リ と 。 こ の よ う な

意楽を持ち、 善の心あ る いは無記の心を持つ菩薩はその生き物を知っ て、 断塊 しつつ、 当来

〔世〕 の 〔 こ の生き物に対する〕 正に憐感の心に よ り 〔その生き物の〕 命を奪 う 場合、 有犯

にな らず、 む し ろ多 く の福徳が生 じ る のである。

p. 1 2  1 (42). 日.5・9

また、 化作の身 と 語と の業も ま た、 菩穫の甚深である戒と して知るべきであ り 、 それに よ

り 王権を振るい、 種々 に諸衆生を苦 しめ る こ と を示現 して、 衆生を律 (*vinaya : 正 しし 行

い) に据え付ける のである と い う こ と について、 化作 と は何であれ北作の自 性を持つ も ので

あ り 、 すなわち、 それも ま たアナラ 王 (*加ala-rãja， rgyal po m巴) が善財 (*Suめ飢akum面司

割10n nu nor) [童子〕 に居城で教示 したこ と と 同様に適用すべきである。

p. 1 2 1 (42). l. 1 4-p. 1 20(43). 1 . 1  

種々 の本生謂 (*jã臼ka) を教示する こ と に よ っ て と し 、 う のは、 「 ヴィ 、ンュ ヴ、ア ンタ ラ本生謂」
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(町isvan回百J混成a) に出ている通 り であ り 、 そ こ で、は、 菩薩はバラモ ンに息子 〔 と 娘〕 を布

施 と して喜捨 したそのこ と が化作で、あって、 〔実際には〕 他の衆生を害する こ と で、 他の衆生

を利益する こ と がないのであ る。 そのよ う に菩薩が他者を害 して、 他の衆生を利益する こ の

こ と は甚深なのであ る。

MSU.VL5 

p. 1 20(43). 1I. 1 4-22 

④甚務執勝について、 菩薩は次の よ う な善巧方便に よ っ て云々 と 言 う のである。

殺生な どの業は どの状態で 〔菩薩が〕 行 う のか と し 、 う な ら ば、 も し、 他のその者 (悪人) が

不善の業を始め る な ら 、 〔萄窪は〕 目 の当 た り に知って、 彼 (悪人) の心も知 る こ と にな る。

そ して、 彼 (悪人) は他の方法に よ っ て も排除で、きず、 悪趣に行 く こ と に も な り 、 彼 (悪人)

が殺 される な ら ば、 善趣に生まれる こ と も瑚卒 して、 「私 (菩i劃 は こ の業に よ っ て悪趣に

行 く こ と は構わない こ と であ る が、 こ の者た ち (悪人) が大き な苦殖を伴 う こ と にな る な

ら ば、 そ う で、あってはな ら なし 、」 と 考え る殊勝な る意楽を得る ので、 〔悪人を〕 見捨てない

で、 医者の よ う に利益を望むので、 殺生の業をなすな ら ば、 有罪はな く なる 。

無量の福徳を も生 じて、 無上正等覚を も速やかに現等覚する のであ り 、 それ以外ではないの

であ る。

甚深 と は、 理解 し難し 、か らである。

p. 1 1 9(44). 1Iふ10

さ ら に、 身と 語 と の業が 〔甚探で〕 珊平 し難い と は、 それに よ り 王権を振るい云々 と し づ 。

例えはアナラ 王 (*Anala-r買ja， rgyal 凹 me) の行いで死刑執行人 (*vadhyagãtaka， gshed ma) と

史研Ij者 (*vadhyap� gnod 問) と 死押l命令者 (gs吋 阿 b静 岡) と し 、 う 様々 な分別 〔州七

作〕 であ る よ う に、 聖者文殊な どの諸菩薩の殺生が化作である の と 同様であ る。

さ も なければ、 衆生を悪業よ り 退け る こ と ができ ないのであ る。 衆生を教化する ためにそ

れ ら衆生を種々 に悩ますこ と も化作するのである。

p. 1 1 9(44). 1 .22・ p. 1 1 8(45). 1 .7

種々 の本信軍 (サ紬ka) を教示する こ と に よ っ て と し 、 う のは、 化作の身 と 語 と の業を瑚平

し難し 、か ら甚深 と し 、 う 文脈であ る。 例えば、 「 ヴィ シュ ヴァ ンタ ラJ な どの本生課に、 バラ

モンに二人の子な どを布施する化作の よ う にであ る。

なぜか と いえば、 菩薩は 〔実際に〕 他の衆生を害する こ と で、 他の衆生を利益する こ と をな

さ ら なし 、か ら である。

も しそ う であ る な ら ば、 化作の布施な どに よ っ て諸の波羅蜜を ど う して完投する こ と にな
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る のか と 言 う な ら ば、 受領者において化作であ ろ う と 化作でなかろ う と 、 利益は等 しし 、か

らである。

それでは、 ど う なのか と 言 う な ら ば、 布施な どに対 して衆生I対育浄心を先 と する成熟 〔を

も達枕する〕 か ら である。

例え、 受領者 も化作で5あっ て も 、 そのよ う であ る な ら過失はな く 、 こ の よ う な 日七作の〕 布

施に よ っ て諸の波羅蜜が達成する こ と はないのである。
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